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学習をしたい場合本書の参考文献を参照し、演習問
題を行うことができるようになっている。それだけ
でなく、例えばネットショッピングや小売業の国際
化など、近年特に話題になっているテーマも網羅し
ていることも初学者が今後このテーマについて考え
る際のヒントとなりうる。
これらの特徴を踏まえた上で、本書は、初学者、
特に大学でマーケティングや流通を学ぶ学生やこれ
から小売業で活躍したい社会人を主なターゲットと
してあげているが、こうした人々に加えあまりに身
近すぎて普段考えることのない小売業界について、
今後小売業界への就職を考えている学生が業界研究
を行う際や、小売業界と取引のある企業の社会人に
とっても興味深い内容であるといえる。さらに、本
書はマーケティングや流通論を行う際の参考文献、
もしくは副読本としてもとても有意義である。
そして全体を通じて、ある理論や概念がどのよう
な現実から生まれ、さらにその現実がどのように理
論化、概念化されて実務に役立っていくのかという
視点が貫かれていることを評価したい。例えば「流
通革命」（第3章）についてもある日いきなり起こっ
たわけではなく、それが起こるまでにどんな積み重
ねがあったのか、さらにそれを研究者がどのように
考え、さらにそれが実務にどのようにフィードバッ
クされたのかという視点で考える重要性が述べられ
ており、こうした思考の仕方を初学者が学ぶという
点でも、ぜひ本書を初学者に推薦したいと考える。
本書を通じて理論の理解の仕方が深まるだけでは
なく、ケースがとても魅力的でさらに知りたくな
り、私自身で早速2次資料を集めたケースがいくつ
かある。まさに序文にあるように「スーパーマー
ケットをはじめとする小売業についてのイメージ
が、かなり変わる（p5-6）」一冊であるといえよう。

